
 

あかしＳＤＧｓパートナーズ取組計画書 

明石市長 様 

   あかしＳＤＧｓパートナーズの取組計画を以下のとおり提出します。 

 

     （記入日） ２０２２ 年１月１２ 日 

団 体 名 明石市立朝霧小学校 T E L ０７８－９１８－５４４５ 

代 表 者 名 校長 西原直人 メールアドレス asagir-es@edi.akashi.hyogo.jp 

目指すゴール 

【複数選択可】 

※ゴール下の枠を

チェックしてくださ

い 

         

☐ ☐ ✓ ✓ ✓ ☐ ☐ ✓ ☐ 

        

 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ☐ 

2030 年まで

に達成したいこと 

朝霧小校区では、以前より地域活動として、朝霧川の清掃活動をはじめ、よりよいまちづくりの

ための活動が盛んな地域である。2018 年度よりコミュニティスクールの導入、2021 年度より

明石市の研究指定を受けて、「社会とつながり、探求し続け、自己を高めていく児童の育成」を

主題におき、地域の皆さんと共に朝霧の町の課題を「我がごと化」し、解決していこうとする児

童、教職員になろうと取り組んでいるところである。子どもたちが自分の地域を愛し、さらによ

りよくしようとする大人へと成長し、地域の中で活躍することを目指す。 

重点的な取組 

（※） 

【取組①】 目標値 / 達成年 

●取組の趣旨・目的 

我が町の「川」「山」を守り、「宝」を守る。 

 

●具体的な取組内容 

先人の思いを知り、自分の活動に生かし、朝霧川の清掃活動を継続し

て行うことで、川・山を地域の憩いの場にする。 

朝霧川の清掃活動 

年 10 回/202４年 

該当するゴール 

 

 

【取組②】 目標値 / 達成年 

●取組の趣旨・目的 

我が町を「平和な町」、「子どもと大人が対等に熟議する町」とすること

を目指す。 

 

●具体的な取組内容 

・6 年生の修学旅行（広島）の実施。 

・6 年生の国語教材「町の幸福論」をもとに、コミスクの活動等を通じ

て、地域の皆さんと共に「よりよい町にするために、何ができるか？」

を考え、実践していく。 

子ども、大人が対等に

熟議する機会の創出 

年３回/202５年 

該当するゴール 

 

※必要に応じて図や画像を挿入してください。枠のサイズ変更も可能です。 

様式 ２ 


